
聖
路
加
看
護
大
学
学
長
日
野
原
重
明
氏
は
わ
が
国
の
代
表
的
な
内
科
医
と

し
て
知
ら
れ
、
医
学
教
育
や
医
療
制
度
に
つ
い
て
活
発
に
発
言
し
、
健
康
教

育
の
面
で
も
新
分
野
を
開
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
氏
Ｑ
ハ
ッ
ク
ポ
ー
ン
を
形

成
し
て
い
る
も
の
に
オ
ス
ラ
ー
が
あ
り
、
そ
の
最
初
の
出
会
い
は
終
戦
直

後
、
わ
が
国
に
進
駐
し
て
き
た
一
軍
医
が
も
っ
て
い
た
彼
の
著
『
平
静
の
心

シ
２
９
昌
目
国
の
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
会
い
か
ら
三
十
八
年
後
、
十
年
の

歳
月
を
か
け
、
仁
木
久
恵
氏
（
聖
路
加
看
護
大
学
教
授
）
の
協
力
を
得
て
、

同
書
を
翻
訳
・
上
梓
さ
れ
、
同
時
に
日
本
オ
ス
ラ
ー
協
会
を
発
足
（
昭
和
五

十
八
年
九
月
）
せ
し
め
ら
れ
た
。

日
野
原
氏
は
本
書
の
「
訳
者
序
」
で
八
私
が
臨
床
医
と
し
て
生
き
、
医
学

を
研
究
し
、
医
学
を
教
え
る
立
場
に
立
っ
て
働
く
上
で
、
強
烈
な
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
、
今
日
の
仕
事
に
全
力
投
球
で
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
た
の

は
、
こ
の
本
に
示
さ
れ
た
オ
ス
ラ
ー
の
言
葉
で
あ
る
Ｖ
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
同
じ
序
の
中
で
本
吉
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
八
一
九

○
四
年
、
当
時
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
医
学
部
の
内
科
教
授
で
あ
っ

た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
オ
ス
ラ
ー
博
士
は
、
そ
れ
ま
で
に
医
学
生
、
看
護
婦
、
実

地
医
家
に
対
し
て
行
っ
た
十
八
回
の
講
演
を
ま
と
め
て
シ
⑦
名
画
日
日
愚
唖
と

題
す
る
講
演
集
を
出
版
し
た
。
（
略
）
こ
の
講
演
集
は
医
療
の
世
界
に
働
く
専

門
医
の
生
き
方
を
示
す
、
い
わ
ば
聖
書
の
よ
う
な
福
音
を
当
時
の
医
療
職
や

学
生
に
与
え
、
一
般
人
ま
で
が
こ
れ
を
愛
読
し
た
の
で
あ
る
Ｖ

〔
害
評
〕

日
野
原
重
明
、
仁
木
久
恵
訳
『
平
静
の
心
ｌ
オ
ス
ラ
ー
博
士
講
演
集
』

本
書
の
題
『
平
静
の
心
』
は
オ
ス
ラ
ー
が
一
八
八
九
年
に
・
ヘ
ン
シ
ル
ゞ
へ
’
一

ァ
大
学
を
辞
任
す
る
さ
い
に
行
っ
た
告
別
講
演
の
題
で
あ
っ
て
、
本
書
に
は

こ
れ
を
巻
初
に
計
十
八
の
講
演
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
掲
の
一
九

○
四
年
ま
で
の
十
八
篇
中
か
ら
十
五
篇
を
、
そ
し
て
同
年
以
後
の
も
の
三
篇

を
選
ん
で
の
十
八
篇
で
あ
る
。
オ
ス
ラ
ー
は
八
晩
年
に
向
か
う
に
つ
れ
て
文

章
は
磨
か
れ
、
論
旨
も
整
然
と
し
、
思
想
の
深
さ
が
読
む
者
の
心
に
迫
っ
て

く
る
Ｖ
が
、
初
期
の
そ
れ
は
古
典
文
学
的
修
飾
語
が
多
く
、
文
章
は
難
解
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
引
用
の
言
葉
の
調
査
の
た
め
仁
木
教
授
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
に
ま
で
で
か
け
、
日
野
原
氏
も
同
行
し
た
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
も
訪
れ
る
な

ど
及
ぶ
か
ぎ
り
の
努
力
を
さ
れ
た
。
訳
文
は
高
い
格
調
を
保
ち
な
が
ら
、
し

か
も
流
暢
な
文
体
で
、
豊
富
な
訳
者
注
を
入
れ
、
さ
ら
に
各
講
演
の
頭
に
そ

れ
の
行
わ
れ
た
背
景
の
解
説
を
置
き
、
本
文
に
は
新
た
に
見
出
し
を
つ
け
て

読
朶
や
す
い
形
に
し
て
お
ら
れ
る
。
オ
ス
ラ
ー
は
歴
史
、
と
く
に
医
学
史
に

も
通
じ
て
お
り
、
ま
た
敬
虚
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
。
ト
マ
ス
・
ブ
ラ

ウ
ン
を
尊
敬
し
、
彼
に
つ
い
て
述
べ
た
一
章
が
あ
る
の
を
は
じ
め
『
プ
ラ
ト

ン
が
描
い
た
医
術
と
医
師
』
の
章
も
あ
る
。
看
護
婦
や
看
護
教
育
に
も
強
い

関
心
を
寄
せ
『
医
師
と
看
護
婦
』
や
『
看
護
婦
と
患
者
」
の
章
が
あ
る
か
と

思
え
ば
、
自
ら
の
体
験
も
ふ
ま
え
て
の
『
定
年
の
時
期
』
な
ど
の
具
体
的
な

提
言
も
あ
る
。

八
彼
ほ
ど
学
生
を
愛
し
、
教
育
を
重
視
し
、
ま
た
患
者
を
愛
し
、
患
者
の

中
に
医
師
が
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
強
く
説
い
た
医
学
者
は
少
な
い
Ｖ
と

さ
れ
る
オ
ス
ラ
ー
ミ
晨
鼬
冒
○
”
胃
（
一
八
四
九
’
一
九
一
九
）
は
カ
ナ
ダ

生
、
マ
ギ
ル
大
学
医
学
部
卒
業
、
母
校
の
講
師
を
経
て
、
。
ヘ
ン
シ
ル
ベ
’
一
ア
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大
学
医
学
部
の
内
科
教
授
（
つ
い
で
な
が
ら
わ
が
国
の
佐
伯
理
一
郎
は
こ
こ

で
オ
ス
ラ
ー
か
ら
教
え
を
受
け
た
）
と
な
り
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大

学
医
学
部
創
設
に
関
与
し
、
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
内
科
学
の
教
科
啓
を
刊

行
。

さ
ら
に
英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
欽
定
教
授
に
招
聴
さ
れ
医
学

と
人
文
科
学
の
架
け
橋
と
な
る
役
を
果
し
た
。
彼
の
名
の
つ
い
た
病
名
が
あ

り
、
ハ
ー
ベ
イ
・
ク
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
有
名
な
伝
記
が
あ
る
。
し
か
し
わ
が

国
で
は
戦
前
ド
イ
ツ
医
学
が
主
流
を
占
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
ス
ラ
ー

は
一
部
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
戦
後
日
野
原
氏
の
精

力
的
な
活
動
に
よ
り
、
そ
の
名
が
広
く
行
き
亘
り
、
前
述
の
よ
う
に
わ
が
岡

に
も
オ
ス
ラ
ー
協
会
が
も
た
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
本
書
に
は
巻
末
に
日
野

原
氏
に
よ
る
「
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
オ
ス
ラ
ー
卿
の
生
涯
と
そ
の
業
績
な
ら
び
に

思
想
に
つ
い
て
」
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
は
彼
が
著
わ
し
た
論
文
は

一
、
二
五
三
に
及
び
、
う
ち
医
学
史
関
係
が
一
五
九
あ
る
が
、
そ
の
中
の
九

九
は
晩
年
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
時
代
に
書
か
れ
た
こ
と
な
ど
も
表
示
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
研
究
者
へ
の
よ
き
指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
医
の
倫
理
が

改
め
て
論
じ
ら
れ
る
昨
今
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
医
や
看
護
の
道
へ
進
も
う

と
す
る
学
生
か
ら
、
す
で
に
医
師
・
看
護
婦
と
し
て
第
一
線
に
あ
る
人
も
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
思
索
す
る
書
と
し
て
本
書
の
価
値
は
深
く
大

き
い
。
（
Ａ
５
判
五
二
五
頁
医
学
書
院
三
千
八
百
円
昭
和
五
十
八
年
九
月

発
行
）
（
長
門
谷
洋
治
）

英
語
で
書
か
れ
た
、
大
部
（
Ｂ
５
判
二
○
○
頁
余
）
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学

者
人
名
辞
典
が
、
こ
の
ほ
ど
（
一
九
八
四
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
出
版
さ
れ

た
。
著
者
の
⑦
。
シ
、
巨
昌
３
○
○
日
は
、
長
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
自
由
大
学

の
医
史
学
教
授
を
つ
と
め
た
人
物
で
、
現
在
は
退
官
し
、
オ
ラ
ン
ダ
医
史
学

界
の
重
鎮
の
一
人
で
あ
る
。
す
で
に
、
オ
ラ
ン
ダ
医
史
学
関
係
の
文
献
総
目

録
シ
ｃ
画
鵠
鄙
＆
国
冨
晶
国
も
耳
。
冒
胃
鬮
罵
Ｏ
ｑ
ｇ
己
員
呂
冨
＆
冨
月

己
ｇ
Ｉ
己
置
》
目
①
国
脚
唱
①
岳
計
と
い
う
五
千
余
の
論
文
目
録
を
出
版

し
、
私
共
の
｝
－
１
ド
に
応
じ
て
い
る
学
者
で
あ
る
。

今
回
出
版
さ
れ
た
こ
の
辞
典
に
は
、
約
三
千
名
の
一
四
七
五
年
か
ら
現
在

に
至
る
、
オ
ラ
ン
ダ
で
活
躍
し
た
医
師
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
医
師
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
主
体
に
、
ド
イ
ツ
人
、
デ
ン
マ
ー

ク
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ス
エ
ー
デ
ン
人
等
も
含
ま
れ
、
購
い
た
こ
と
に
、
Ⅱ

本
人
も
一
人
、
伝
説
上
の
人
物
鳩
野
宗
巴
も
含
ま
れ
て
い
る
。
鼬
事
は
、
猪

前
、
次
い
で
出
生
地
、
生
年
月
日
、
死
亡
地
、
没
年
月
日
、
専
門
領
域
と
続

き
、
読
象
易
い
オ
ラ
ン
ダ
人
の
書
い
た
英
語
で
履
歴
が
書
か
れ
、
主
要
著
作

・
論
文
の
紹
介
（
こ
れ
だ
け
は
オ
ラ
ン
ダ
語
）
に
根
拠
論
文
も
添
え
ら
れ
て

お
り
、
今
ま
で
日
本
で
得
ら
れ
に
く
か
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
医
達
の
情
報
が
比
較

的
た
や
す
く
、
こ
の
辞
典
よ
り
入
手
出
来
る
。
日
蘭
医
学
交
流
史
を
調
査
し

て
い
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
必
須
の
文
献
と
い
え
る
。

た
だ
こ
れ
ほ
ど
大
部
の
著
作
を
一
人
で
編
集
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
細
か

〔
書
評
〕

．
己
員
２
戸
シ
斤
昌
ｏ
巴
匪
○
四
弾
耳
〕
当
少
匪
○
四
秒
も
三
の
畠
ご
冒
旨
】
毘
毎
ｇ

ご
昌
号
喝
ご
骨
首
易
画
員
普
碕
８
易
．
辰
酬
ｌ
ご
計
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〔
書
評
〕

桑
原
千
代
子
著
『
わ
が
マ
ン
ロ
ー
伝
ｌ
あ
る
英
人
医
師
・
ア
イ
ヌ
研
究

家
の
生
涯
』
一
九
八
三
年
、
新
宿
書
房
、
東
京
、
一
七
○
○
円

本
会
会
員
桑
原
千
代
子
さ
ん
が
、
長
い
年
月
に
亘
る
調
査
の
末
に
完
成
さ

れ
た
「
わ
が
マ
ン
ロ
ー
伝
」
が
出
版
さ
れ
て
、
今
ま
で
謎
の
人
と
い
わ
れ
た

一
一
ｉ
ル
。
、
コ
ル
ド
ン
・
マ
ン
ロ
ー
の
生
涯
と
業
績
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
。マ
ン
ロ
ー
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
に
来
日
し
た
英
人
医
師
で
あ
る

が
、
学
生
時
代
か
ら
考
古
学
、
人
類
学
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
横
浜

で
医
療
に
従
事
す
る
傍
ら
、
広
く
わ
が
国
各
地
の
貝
塚
の
発
掘
を
行
い
、
日

本
考
古
学
界
の
先
駆
者
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

の
ち
軽
井
沢
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
院
長
に
転
ず
る
が
、
既
に
明
治
年
間
か

ら
ア
イ
ヌ
民
族
と
そ
の
文
化
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
、
度
を
北
海
道
を
訪
れ

て
お
り
、
つ
い
に
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
以
後
北
海
道
日
高
、
沙
流
川
上

い
固
有
名
詞
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
目
に
つ
く
こ
と
だ
け
が
残
念
で
あ
る
。

出
版
社
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
詞
且
○
凰
国
ぐ
．
で
あ
る
。
値
段
は
二

九
五
ギ
ル
ダ
ー
（
約
二
万
二
千
円
）
。
販
売
店
で
あ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

国
旨
．
冒
画
座
（
ｚ
歯
．
ぐ
。
。
号
巨
侭
弓
巴
思
揚
邑
届
閥
、
シ
冒
駕
。
ａ
四
目
）

弓
冨
ｚ
の
号
①
号
且
唾
・
）
へ
英
語
で
注
文
書
を
出
し
、
書
留
船
便
だ
と
、
上
記

定
価
に
約
一
○
％
を
加
え
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
連
絡
し
て
く
る
額
の
送
金
小
切

手
を
、
後
か
ら
銀
行
で
作
り
（
手
数
料
二
千
五
百
円
）
、
書
留
で
郵
便
局
か

ら
送
る
と
、
約
二
カ
月
で
現
物
が
入
手
出
来
る
。
丸
善
等
の
書
店
へ
注
文
す

る
よ
り
、
安
く
、
早
く
買
う
方
法
で
あ
る
。
（
石
田
純
郎
）

流
の
平
取
村
二
風
谷
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
に
永
住
す
る
こ
と
と
な
り
、
ア
イ
ヌ
の

研
究
一
途
に
没
入
す
る
と
と
も
に
、
コ
タ
ン
の
人
た
ち
に
献
身
的
な
医
療
活

動
を
続
け
た
。
こ
の
頃
か
ら
日
本
は
急
激
に
戦
時
色
が
濃
く
な
り
、
マ
ン
ロ

ー
は
既
に
明
治
時
代
に
日
本
に
帰
化
し
て
お
っ
た
の
で
あ
る
が
、
外
国
人
と

し
て
ス
・
〈
イ
の
疑
い
さ
え
か
け
ら
れ
、
そ
の
上
昭
和
十
六
年
に
は
不
治
の
病

に
侵
さ
れ
な
が
ら
、
わ
が
国
の
辺
境
の
地
で
じ
っ
と
耐
え
続
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
し
て
翌
十
七
年
四
月
、
七
十
九
歳
の
マ
ン
ロ
ー
は
、
コ
タ
ン

の
人
た
ち
の
祈
り
も
空
し
く
、
そ
の
数
奇
な
一
生
を
二
風
谷
で
終
え
た
。

丁
度
マ
ン
ロ
ー
が
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
に
居
を
移
し
た
頃
、
私
も
ア
イ
ヌ
の
人

類
学
の
研
究
に
従
来
し
て
い
た
が
、
私
は
ア
イ
ヌ
墳
墓
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
骨
格
の
研
究
に
専
念
し
て
い
た
の
で
、
二
風
谷
で
ア
イ
ヌ
の
医
療
に
献
身

し
て
い
る
外
人
医
師
の
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
マ
ン
ロ
ー
に

直
接
お
会
い
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
マ
ン
ロ
ー
の
考
古
学
の
論

文
を
読
ん
だ
こ
と
も
な
か
っ
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
七
）
に
な
っ
て
や
っ
と
マ
ン
ロ
ー

の
遺
稿
集
「
ア
イ
ヌ
ー
信
条
と
文
化
」
が
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
、
編
集
者

で
あ
る
セ
リ
ー
グ
マ
ン
教
授
未
亡
人
の
序
文
を
読
ん
で
、
マ
ン
ロ
ー
の
経
歴

と
そ
の
研
究
業
績
、
そ
し
て
こ
の
遺
稿
集
が
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

著
者
の
桑
原
さ
ん
が
こ
の
伝
記
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
端
緒
は
、
昭
和
二

六
年
マ
ン
ロ
ー
亡
き
あ
と
軽
井
沢
で
病
院
の
婦
長
を
し
て
お
ら
れ
た
チ
ヨ
・

マ
ン
ロ
ー
未
亡
人
と
著
者
と
の
最
初
の
出
会
い
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
こ

の
伝
記
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
、
著
者
は
特
に
こ
の
二
人

の
出
会
い
を
第
一
章
マ
ン
ロ
ー
夫
人
と
の
遜
遁
と
題
し
て
冒
頭
に
述
べ
て
い
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幕
末
の
蘭
方
医
・
植
物
学
者
飯
沼
慾
斎
の
生
誕
二
百
年
を
記
念
し
て
、
岐

阜
の
慾
斎
研
究
会
が
中
心
と
な
っ
て
全
国
規
模
の
「
飯
沼
慾
斎
生
誕
二
百
年

記
念
事
業
会
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
本
書
が
刊
行

さ
れ
た
。
慾
斎
の
活
躍
は
多
方
面
に
及
ぶ
が
、
本
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

研
究
成
果
を
総
合
的
に
取
纒
め
た
も
の
で
、
大
版
五
百
頁
余
に
及
ぶ
大
著
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
書
は
、
慾
斎
研
究
会
の
中
心
会
員
で
あ
る
遠
藤
正
治
、
北
村
二
郎
、

る
。
こ
の
と
き
著
者
は
患
者
と
し
て
マ
ン
ロ
ー
婦
長
の
手
厚
い
看
護
を
受
け

た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
色
灸
と
マ
ン
ロ
ー
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
私
の

代
り
に
マ
ン
ロ
ー
の
こ
と
を
苔
い
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、
執
筆
を
決
意
し
、

約
束
す
る
。

チ
ヨ
未
亡
人
は
昭
和
四
九
年
八
九
歳
の
高
齢
で
世
を
去
り
、
著
者
は
未
亡

人
の
生
前
に
約
束
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
敬
慕
す
る
チ
ヨ
未
亡

○
０

人
に
代
っ
て
こ
の
マ
ン
ロ
ー
伝
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
想
い
が
、
「
わ
が
マ

ン
ロ
ー
伝
」
と
い
う
題
名
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

マ
ン
ロ
ー
の
研
究
に
つ
い
て
の
評
価
は
ま
だ
確
定
し
た
と
は
い
え
な
い

し
、
彼
の
人
物
像
は
今
度
の
伝
記
で
も
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
が
、
は
じ
め
て
謎
の
研
究
者
と
い
わ
れ
て
い
る
マ
ン
ロ
ー
の
全
貌

を
紹
介
し
た
好
著
と
し
て
、
同
学
の
士
の
一
読
を
望
ん
で
止
ま
な
い
。

（
渡
辺
左
武
郎
）

〔
書
評
〕

飯
沼
慾
斎
生
誕
二
百
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
細
『
飯
沼
慾
斎
』
、
飯
沼
慾

斎
生
誕
二
百
年
事
業
会
発
行

水
野
瑞
夫
三
氏
の
共
著
「
飯
沼
慾
斎
の
生
涯
」
と
題
す
る
総
説
と
、
慾
斎
研

究
者
三
十
二
氏
の
論
文
を
集
め
た
記
念
論
文
編
、
資
料
編
の
三
部
か
ら
な
っ

て
い
る
。
「
飯
沼
慾
斎
の
生
涯
」
と
題
す
る
総
説
は
、
先
の
三
氏
の
研
究
成
果
を
も

と
に
、
こ
れ
ま
で
の
慾
斎
研
究
の
成
果
を
八
十
頁
に
及
び
集
大
成
し
て
あ

る
，
著
者
ら
も
序
文
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
回
を
機
に
新
し
く
発
見
さ

れ
た
資
料
も
随
所
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
既
知
の
知
見
と
十
分
に
突
合
せ
検

討
さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
、
Ｉ
幼
少
年
時
代
、
Ⅱ
修
業
時
代
、
Ⅲ
俵
町
開
業

時
代
、
Ⅳ
平
林
荘
隠
棲
時
代
、
Ｖ
晩
年
と
な
っ
て
い
る
。
「
草
木
図
説
」
の

執
筆
が
な
さ
れ
た
平
林
荘
隠
棲
時
代
が
全
体
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
が
、

慾
斎
の
成
長
の
過
程
や
環
境
な
ど
、
人
間
慾
斎
を
窺
う
資
料
を
負
慾
に
精
査

し
、
幕
末
の
逸
材
慾
斎
を
全
人
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て

い
る
。
な
お
、
未
だ
資
料
が
発
見
さ
れ
ず
に
未
解
明
と
な
っ
て
い
る
部
分
も

随
所
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
慾
斎
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
先
ず
読
ん
で
置
く

べ
き
総
説
と
な
っ
て
い
る
．

氾
念
論
文
編
は
、
Ｉ
飯
沼
慾
斎
と
杣
物
学
、
Ⅱ
飯
沼
慾
斎
と
蘭
学
医
学
、

Ⅲ
飯
沼
慾
斎
と
本
草
、
Ⅳ
飯
沼
慾
斎
と
化
学
、
Ｖ
飯
沼
慾
斎
と
人
、
の
五
区

分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
〕
慾
斎
の
学
術
的
業
績
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
る

が
、
論
文
の
数
も
頁
数
も
「
Ｉ
」
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
矢
部
一
部
氏

に
よ
る
「
草
木
図
説
」
の
漢
文
の
序
文
を
読
下
し
文
に
直
し
、
後
学
の
利
用

に
便
な
ら
し
め
た
一
篇
や
、
福
原
、
邑
田
、
水
野
、
三
氏
に
よ
る
「
草
木
図

説
」
稿
本
、
こ
の
稿
本
よ
り
前
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
本
草
図
集
」
な

ど
、
原
資
料
を
も
と
に
纒
め
ら
れ
た
重
要
な
資
料
的
価
値
の
あ
る
論
文
が
多

い
。
ま
た
、
木
村
陽
二
郎
氏
の
総
説
は
、
植
物
学
の
近
代
化
を
実
践
し
た
慾
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斎
に
つ
い
て
、
そ
の
時
代
的
背
景
や
人
的
交
流
を
も
と
に
、
筆
者
一
流
の
解

り
や
す
い
文
章
で
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
青
木
一
郎
氏
は
、
岐
阜
県
に
お

け
る
最
初
の
屍
体
解
剖
が
慾
斎
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
種
痘
も
慾
斎
の

手
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
等
、
蘭
方
医
と
し
て
の
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
藤
正
治
氏
に
よ
る
「
草
木
図

説
」
執
筆
過
程
に
つ
い
て
の
一
篇
も
、
慾
斎
の
活
用
し
た
洋
書
の
入
手
経
路

を
細
か
く
分
析
し
て
お
り
、
慾
斎
研
究
を
深
め
る
上
で
貴
重
な
論
文
と
な
っ

て
い
る
。

資
料
編
で
は
、
国
立
科
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
慾
斎
の
謄
葉
標
本

の
目
録
を
、
台
紙
の
記
載
事
項
を
含
め
て
記
す
と
共
に
現
在
の
学
名
や
和

名
、
標
本
番
号
を
付
し
「
草
木
図
説
」
の
実
証
的
研
究
に
貴
重
な
資
料
を
提

供
し
て
い
る
。

慾
斎
の
主
著
「
草
木
図
説
」
は
、
明
治
期
に
入
っ
て
（
明
治
八
年
）
田
中

芳
男
と
小
野
職
懲
に
よ
り
「
新
訂
草
木
図
説
」
と
し
て
、
続
い
て
明
治
四
十

年
に
は
牧
野
富
太
郎
に
よ
り
「
増
訂
草
木
図
説
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
わ

が
国
の
自
然
科
学
が
急
速
に
近
代
化
し
て
い
く
中
で
、
慾
斎
の
業
績
は
な
お

光
を
放
ち
続
け
て
い
た
。
近
代
化
の
光
が
差
し
始
め
た
江
戸
末
期
に
、
将
来

の
方
向
を
見
据
え
、
自
ら
の
手
で
切
り
開
い
た
慾
斎
の
業
績
を
評
価
し
直
す

た
め
に
も
、
生
誕
二
百
年
と
い
う
時
期
を
得
て
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。
（
佐
藤
達
策
）

呈
二
評
〕

新
村
拓
著
「
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
Ｉ
古
代
中
世
の
民
衆
生
活
と
医

療
』

凄
い
本
が
出
た
。
一
読
し
て
最
初
に
受
け
た
印
象
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
再
読
し
た
あ
と
も
か
わ
ら
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
本
書
を
紹
介
し
よ
う
。
構
成
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
章
悲
田
院
と
施
薬
院

第
二
章
中
世
社
会
に
お
け
る
医
師
の
地
位

第
三
章
中
世
の
民
間
医
と
そ
の
系
譜

第
四
章
医
師
の
開
業
と
診
療

第
五
章
薬
種
の
流
通
と
薬
屋

第
六
章
古
代
医
療
の
社
会
史

第
七
章
正
暦
五
年
の
疫
瘤
と
流
言
現
象

付
論
一
疫
病
流
行
の
季
節

付
論
二
飢
疫
の
様
相

第
八
章
藤
原
実
資
の
病
気
と
そ
の
対
応
行
動

付
論
出
産
を
め
ぐ
っ
て

第
九
章
説
話
・
物
語
世
界
の
医
療

第
十
章
古
代
中
世
の
医
薬
害
と
そ
の
流
布

第
十
一
章
祈
祷
の
世
界

第
十
二
章
中
世
医
療
の
社
会
史

本
書
は
、
昭
和
四
七
年
以
降
、
著
者
の
大
学
院
生
・
研
究
生
時
代
に
発
表

さ
れ
た
論
文
を
中
核
と
し
、
こ
れ
に
第
四
章
と
第
五
章
を
新
た
に
書
き
お
る
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し
た
も
の
で
あ
る
く

各
章
ご
と
に
独
立
し
た
論
文
で
は
あ
る
が
、
前
著
『
古
代
医
療
官
人
制
の

研
究
ｌ
典
薬
療
の
構
造
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
五
八
年
刊
）
に
続
く
も

の
で
あ
り
、
両
著
を
合
わ
せ
て
、
日
本
古
代
中
世
医
療
通
史
と
し
て
見
る
こ

と
も
で
き
る
。

紙
数
が
少
い
の
で
、
個
々
に
立
ち
入
っ
て
論
評
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
本
書
の
特
徴
ｌ
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
本
書
の
長
所
で
あ
る
が
ｌ
を

列
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

第
一
は
、
著
者
も
前
著
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
医
療
史
の
研

究
が
近
世
以
降
に
偏
重
し
て
、
古
代
中
世
を
対
象
と
す
る
も
の
が
少
な
い
現

在
、
こ
と
さ
ら
、
古
代
中
世
を
照
射
し
て
、
そ
の
解
明
に
成
功
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
、
今
後
、
日
本
の
古
代
中
世
の
医
療
史
を
志
す
も
の

は
、
本
書
を
通
ら
ず
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
各
章
ご
と
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
が
、
い
ず
れ
も
古
代
中

世
医
療
史
上
の
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
点
で
あ
り
、
こ
れ
に
古
記
録
・
文
学

作
品
な
ど
の
柔
な
ら
ず
、
従
来
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
古
文
書
類
ま
で

も
操
作
し
て
、
多
角
的
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
史
料
を
博
捜
し
て
、
微
細
な
点
に
い
た
る
ま
で
克
明
に
調
べ

上
げ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
博
引
芳
証
の
精
級
な
こ
と
は
、
各
節
ご
と
に
付

さ
れ
た
補
注
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
本
書
の
価
値
を
も
っ
と
も
高
か
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
、
副
題

に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ね
に
民
衆
の
立
場
に
視
点
が
置
か
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
存
す
る
史
料
の
多
く
が
為
政
者
側
の
も
の

で
あ
る
と
き
、
本
書
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
先
学
の
業
績
を
は
る
か
に
抜
き
ん
出
た
名
著
で
あ
る
と

Ｌ
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
強
い
て
い
え
ば
、
用
語
が
や
や
難
解
な
も
の
が
あ

り
、
散
見
さ
れ
る
体
言
止
め
が
や
や
目
障
り
に
な
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
充
実
し
た
内
容
に
抵
触
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
末
尾
に
主
要
事
項
索
引
と
人
名
索
引
が
あ
る
の
も
有
難
い
配
慮
で

あ
る
。（
法
政
大
学
出
版
局
一
九
八
五
年
二
月
刊
。
Ａ
５
判
四
○
七
頁
五

八
○
○
円
）
（
日
本
医
科
大
学
助
教
授
奥
富
敬
之
）

正
誤
表
第
二
十
九
巻
二
号

桑
原
千
代
子
「
横
浜
山
手
病
院
」
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